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2020年東京オリンピック開催の決定を受け、事前トレーニングキャンプ地の受入れによる大
会への貢献を目的に、福田知事を本部長とする｢東京オリンピック等キャンプ地誘致等庁内推進
本部｣を立ち上げる。(H25.10.22)

※本部名称を｢東京オリンピック・パラリンピック等とちぎ戦略本部｣に改称 (H27.4.28)
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１ 庁内推進体制の整備

（１） ｢東京オリンピック・パラリンピック等とちぎ戦略本部｣の設置

（２）庁内推進体制の強化
庁内横断的に対応を検討すべき事項に係るＷＧ（ワーキング・グループ）を戦略本部幹事会

に設置する。

WG 協議事項 関係部局

ホストタウン 交流計画の作成、実施 等
総合政策部（座長）、経営管理部、県民生活部、環境
森林部、保健福祉部、産業労働観光部（副座長）、農
政部、県土整備部、教育委員会

文化プログラム
とちぎ版文化プログラムに係る庁
内体制の検討 等

総合政策部（副座長）、県民生活部（座長）、保健福
祉部、産業労働観光部、農政部、教育委員会

観光客受入環境整備
多言語対応、おもてなしの向上等
に係る情報共有・課題検討 等

総合政策部（副座長）、県民生活部、環境森林部、産
業労働観光部（座長）、農政部、県土整備部

※状況に応じて必要なＷＧを設置
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大会の成功に向け本県として積極的に貢献するとともに、大会開催に伴う様々な効果を本県の
活性化に結び付けることを目的として、平成27年11月に策定した。

※詳細は別添資料を参照
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レガシーの創出・継承 

東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎビジョン 概念図 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、 

「リーディング」と５つの柱において戦略的な取組を展開 

○ホストタウン構想の推進 

○国際理解・国際交流の推進 

４．国際交流 

○海外誘客プロモーションの展開 

○国内外で選ばれる観光地づくり 

○地域資源の活用促進 

 

５．観光・地域産業 

○障害者スポーツの振興 

○障害・障害者への理解促進 

○ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝのまちづくり 

 

２．ユニバーサル 

○文化・芸術の振興 

○オリ・パラ教育の推進 

３．文化・教育 

○スポーツの振興 

○健康づくりの推進 

１．スポーツ・健康 

○大会の成功に向け、本県として積極的に貢献 

○大会開催に伴う様々な効果を本県の活性化に 

○機運醸成・連携 

○キャンプ地誘致の推進 

○ホストタウン構想の推進 

 

リーディング 

２ オール栃木による取組の推進

（１）｢東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎビジョン｣の策定
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（２）｢東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎビジョン推進協議
会｣の設置

「東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎビジョン」で方向性を示した取組が最
大限の効果を生むためには、県だけではなく、市町や関係団体等が認識を共有し、オール栃木体
制で連携して取組を進めていくことが重要であることから、県、市町、５つの柱に関連する団体
等、金融機関、報道機関を構成員とする「東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎ
ビジョン推進協議会」を設置する。

○協議内容

・オリンピック・パラリンピックを契機とした各界の積極的な取組を推進
・オリンピック・パラリンピック関連の取組（ホストタウン、聖火リレー、機運醸成等）
をオール栃木体制で連携して推進

○委員数

・22名



❖推進体制図（イメージ）
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❖全体スケジュール

•東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催決定2013(H25)

2014(H26)

•組織委員会「大会開催基本計画」策定

•北京世界陸上競技大会

•「東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとちぎビジョン」策定

2015(H27)

•組織委員会「アクション＆レガシープラン」策定

•リオ・デ・ジャネイロ オリンピック・パラリンピック競技大会

•スポーツ・文化・ワールド・フォーラム開催

2016(H28)

•2017冬季アジア札幌大会2017(H29)

•平昌冬季オリンピック・パラリンピック競技大会2018(H30)

•ラグビーワールドカップ20192019(H31)

•東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会2020(H32)

•関西ワールドマスターズゲームス20212021(H33)

•北京冬季オリンピック・パラリンピック競技大会

•第77回国民体育大会・第22回全国障害者スポーツ大会
2022(H34)

レ
ガ
シ
ー
の

創
出
・継
承

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
組
の
展
開

観
光
客
受
入

環
境
整
備

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

5

○各分野（リーディング、５つの
柱）の取組の方向性等を共有

➜ビジョンの共有

○各分野が取り組んでいること、
今後取り組みたいこと、他の
分野で取り組んでほしいこと、
他の分野と連携して取り組みた
いこと等について意見交換

➜取組の計画的な推進
➜分野間連携による取組の効果
的な推進

○取組の進捗状況等を確認
○進捗状況等を勘案し、取組の今
後の方向性等を再検討

➜必要に応じて、ビジョンを改
訂、共有

推進協議会の設置

オール栃木での取組の推進


